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量の増加， Si, Mn, Cr の国溶元素量の増大およびベイナイト組織によって強化した鋼板の強度と伸び
を調査し，伸びは鋼の強化方法に大きく依存することを示しているO









第 5 章では，以上の研究成果をさらに高強度の140kgf/mm 2級資材梱包フープ用冷延鋼板の製造に
適用して，その製品を成形した研究結果をまとめているo
























(4) 以上の研究結果により，引張強さ 100kgf/mm 2級のみならず140kgf/mm 2級の複合組織高強度冷
延鋼板を開発し，プレス成形性の評価および実用化試験を実施し，延性のすぐれた高強度冷延鋼板製
造の基礎を確立している。
以上のように，本論文は連続焼鈍方式による複合組織高強度冷延鋼板の延性向上に対して材料学的検
討を加え，実用上有用な知見をあたえたものであり，金属材料工学及び塑性加工学に寄与するところが
大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
-465-
